
お問合せ：北海道大学総合博物館
　　　　　〒060-0810　北海道札幌市北区北 10条西 8丁目
　　　　　TEL：011-706-2658
　　　　　E-mail：museum-jimu@museum.hokudai.ac.jp

会場　北海道大学総合博物 
          1 階「知の交差点」エリア

金

第

回

人文・社会科学
総合教育研究棟

北北
12
条
駅
条
駅

正門

JJR札幌駅

北13 条門

南門

中央食堂
●

●図書館
●農学部 ▼

▼▼

北 8 条通り
至  石山通

●クラーク像 ▼

クラーク会館●

線
北
南
鉄
下
地

アクセス

総合博物館 ●

i

★

札幌駅

19：00～ 20：00

JR 札幌駅北口より徒歩 15分
地下鉄南北線 北 12条駅より徒歩 10分

利尻・礼文の植物保全研究
― 人間はどこまで自然に手を出せるのか ー

　礼文島の絶滅危惧種レブンアツモリソウは、当初は
盗掘による危険が高かったのですが、最近は植生
遷移による自生環境の悪化が問題とされています。
共生菌培養法が確立したため、育成したレブン
アツモリソウ苗を現地に移植しようという考えも
出されています。
　一方、利尻島のリシリヒナゲシでは、現地に
「リシリヒナゲシ」とされていた種子をまいた所、
これが自生のリシリヒナゲシとは遺伝的に異なる
別物であることが判明しました。このため新たに
定着した「リシリヒナゲシ」の除去作業が続けられ
ています。
　私たちは絶滅危惧種の保全活動において、どこまで
自然植生に手を加えることが許されるのでしょうか、
考えてみましょう。

講師：高橋英樹
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